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１．はじめに 
 産学官の連携による新事業の創出，さらには，地域イノベーション特にテクノロジーイノ

ベーションの創出の促進を目指し，①それらの創出を担う技術系人材の効果的な育成に活用

できる教材を開発すること，さらには，②創出を支えるシステムの構築に向けて地域イノベ

ーションの創出をモデル化することを目的に研究を開始した．これまでに，その目的といく

つかの実用化事例の調査結果を報告してきた 1)． 
 今回は，島根大学と地元企業とが共同で研究・開発し，実用化に至った事例としてエージ

ェント型双方向遠隔通信システム「ミュー太」の開発に着目し，きっかけから実用化までの

経緯，MOT（Management of Technology，技術経営）の視点からの解析結果，成功要因や各段

階でのマネジメントのポイントについて調査・検討した結果を報告する． 
 
２．調査事例 
２．１ 事業の概要 
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図１ 多目的双方向型通信システム「ミュー太」の概略 

（入院児童向け仮想学校生活参加システム） 

 開発したシステムの一例の概

略を図１に示す．図示したシス

テムは，入院児童向け仮想学校

生活参加システム版で，学校

側・病院側の２端末からなり，

学校側のカメラ，ディスプレイ

の方向，カメラのズーム，挙手

代わりのランプ点灯を病院側で

制御可能にしている． 
 長期入院中の小児患者などに

少しでも教室と同じ感覚で，病

院内で授業を受けさせてやれな

いかと，画像や音声，文字などの情報を簡便に双方向で通信できるシステムを島根大学付属

病院の先生（花田准教授）が考案し，企業と共同で研究・開発をすすめ実用化した． 
 このシステムの最大の特徴は，パソコンを使用せずに，スイッチ一つですぐに起動できる

ところである．これにより，誰にでもできる容易な操作を可能にし，耐久性や安定性を飛躍

的に向上させることが可能となった． 
 現在は，開発のきっかけとなった学校参加システムだけでなく，医療や介護現場で利用で

きるタイプや一般，自治体向けのタイプなどいくつかのシステムを製造販売している 2,3)． 
２．２ 連携機関 
 連携機関は，下記の通りである． 
 1) 山陰電工株式会社，株式会社ワコムアイティ，有限会社小村産業 
 2) 島根大学 医学部附属病院医療情報部 （准教授 花田英輔） 
 3) 出雲市産業振興部 
２．３ 研究開発から事業化までの経緯 
 これまでの経過概略を以下に示す．  
１）着想からビジネスプランへ（平成１２～１５年度） 
 花田助教授（当時）は，情報工学や通信工学の専門家として，大学病院などのシステム開

発などを進める中で，医療現場のニーズとして，また，自らの専門知識を活用して，長期入

院をしている児童の学校参加ができないかとの発想から，双方向通信システムを着想した． 
 平成１５年６月に，花田先生が産学連携をサポートする島根医科大学地域医学共同研究セ

ンター（現：島根大学産学連携センター）に，考案したアイデアの実用化について相談した．

産学連携コーディネータが中心にパートナー企業を探した結果，山陰電工株式会社がパート

 



 

ナーと決まった．山陰電工(株)は，電気や通信設備などの工事を中心にこれまで事業展開を行

ってきた会社であるが，公共事業など工事自体が減少する中で，会社の維持や発展のために

新たな事業展開の必要性を痛感していた．パートナー決定後は，ビジネスプランを検討する

とともに，島根大学と共同研究契約を結び試作機の開発に着手した． 
２）試作機の開発から製品化へ（平成１５～１７年度） 
 パートナー探しから６ヶ月で山陰電工(株)と島根大学（花田准教授）とが共同研究を実施し，

試作機を完成させた．試作機を利用し，島根大学附属病院の院内学級と近隣の小学校との間

で実証試験を行い，問題点や要望を把握し，改良を進めた．さらに，改良機を展示会などへ

出展し，意見や要望を聴取し改良を加え，また，利用方法の拡大を進めていった． 
 改良時に，地元の企業と連携し，タブレットを使用した板書システムの開発（ワコムアイ

ティ）や木製の本体の筐体の開発（小村産業）を実現し，平成１７年度には「新連携対策補

助金（連携体構築支援事業）」（経済産業省）に採択され，販売促進のための基盤作りを行っ

ている．その結果，「ミュー太」という製品を完成し，平成１７年度に販売をスタートした． 
３）販売スタート 
 第１号機の導入は，開発パートナーの島根大学となった．島根大学医学部では，地域医療

人育成事業の地域実習を行う必要があり，地域で研修する新人医師と指導教員の間での遠隔

指導が必須となり，この遠隔指導のために，本システムが導入され平成１７年度に２セット，

平成１８年度に１セット，平成１９年度に１セットの販売が実現した．その後も，教育機関，

医療機関を主体に販売を促進している． 
４）今後の展開 
 本システムの操作にはコンピュータの知識は不要であり，スイッチ一つで起動できること

から、高齢者や子供でも容易に使えるシステムである．このような特徴を活かし，病院と学

校との利用を発端に，医療機関同士，福祉施設と家庭，学校の本校と分校，冠婚葬祭での利

用など，様々な分野での応用を目的に，改良が継続されている．現在の課題は，低コスト化

と軽量化，販売ルートの確保である． 
５）役割の変化 
 山陰電工(株)と島根大学（花田准教授）との共同研究は，平成１７年度以降継続している． 
 初期は，「ミュー太」そのものの開発が中心で，花田先生が仕様の決定から設計まで携わり

山陰電工(株)がこれを製作するという分担であったが，現在では，山陰電工(株)で仕様の決定

から製作まで手がけ，改良品の評価や新しい技術の導入のアドバイスを花田先生が行うとい

うように，役割分担が変化してきた．これは，企業と大学との共同研究を通して，企業側の

技術力が向上し，その結果として役割が変化してきたと考えられ，これも大学から企業への

技術移転の一形態と考えることもできる． 
 
３．まとめ 
 新製品の開発から商品化までには，比較的長い時間が必要であり，企業と大学とのが継続

的に連携していくことが必要となってくる．また，継続的に連携することで，大学から企業

への技術やノウハウが移転され，企業の技術力アップにつながることが期待できる． 
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